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県立保専の存廃問題

聯霙
穀
県
議
会
に
判
断
委
ね
る

報
告
書
で
は
、

「
幼
保

一
体
化
」

へ
の
対
応
が
迫

ら
れ
る
中
、
今
の
保
専
で

は
通
信
教
育
に
頼
ら
な
け

れ
ば
学
生
が
幼
稚
園
教
諭

免
許
を
取
得
で
き
ず
、
既

存
の
施
設
で
は
十
分
な
研

修
ス
ペ
ト
ス
が
確
保
で
き

な
い
現
状
を
踏
ま
え
、
２

案
の
課
題
を
挙
げ
た
。

移
転
充
実
案
で
は
い
移

転
先
の
河
北
中
学
校

（同

市
上
井
）
に
各
種
実
習
室

を
整
備
す
る
場
合
に
必
要

と
見
込
ま
れ
る
数
億
円
規

模
の
財
政
負
担

の
ほ
か
、

新
た
に
文
科
省
の
幼
稚
園

教
諭
養
成
機
関
指
定
を
受
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計

塁

審

扇

置

（筆

Ｙ

曇

市
房

酔

あ

廃

暑

で
ヽ
景

薦

計

養
成
の
あ
り
方
検
討
会
」

（委
員
長

”
奥
野
隆

一
仏
教
大
学
教
授
）
は
２６
日
、
倉
吉
市
内
で
会
合

を
開
き
、
保
専
の
移
転
充
実
か
、

‐廃
上
し
て
鳥
取
短
期
大
学

（同
市
福
庭
）
に
機
能
を
担
っ
て
も

ら
う
か
―
の
二
者
択

一
を
避
け
ヽ
そ
れ
ぞ
れ
課
題
を
指
摘
す
る

″両
論
併
記
″
の
報
告
書
案
を
ま

と
め
た
。
県
議
会
に
判
断
を
委
ね
る
格
好
で
、
県
は
１１
月
議
会
に
方
針
を
示
す
。　
　
　
　
■

け
る
の
も
難
し
く
い
同
短

大
と
の
競
合
も
想
定
さ
れ

る

こ
と
な
ど
を
課
題
に
挙

げ
た
。

ま
た
、
議
論
過
程
で
浮

上
し
た

「
大
学
化
」
は
同

省
の
認
可
を
得
る

の
は
困

難
で
、
現
在
教
科
目
の
６

割
以
上
を
外
部
講
師
に
依

存
し
て
い
る
教
員
体
制

の

見
直
し
も
必
要
と
な
る
。

一
方
、
同
短
大
に
保
専

の
機
能
を
集
約
す
る
案

の

最
大
の
課
題
は

「学
生
の

経
済
的
負
担
」
。
入
学
金

や
授
業
料
な
ど
２
年
間
の

必
要
経
費
は
保
専
が
約
６３

万
円
に
対
し
て
、
同
短
大

は
２
０
８
万
円
。
保
専

の

学
生
の
約
３
割
は
授
業
料

減

免

措

置
を

受

け

て
お

り
、

「
家
計
の
状
況
に
関

わ
ら
ず
保
育
士
を
目
指
す

こ
と
が
で
き
る
新
た
な
経

済
的
支
援
制
度

の
創
設
」

を
提
言
。
同
短
大
に
は
「保

育
士

の
需
給
バ
ラ
ン
ス
の

適
正
維
持
」
が
図
ら
れ
る

定
員
増
を
求
め
る
。

奥
野
委
員
長
は

「
経
済

的
理
由
で
進
学
で
き
な
い

学
生
が
社
会
的
に
自
立
す

る
た
め

に
保
専
を
残
す
べ

き
と
す
る
意
見
、
今
の
ま

ま
で
は
社
会
ト
レ
ン
ド
に

遅
れ
て
し
ま
う
と
い
う
意

見
が
あ
り
、
多
数
決
で
は

決
め
ら
れ
な
い
。
あ
と
は

議
会
の
判
断
」
と
両
論
併

記
の
理
由
を
説
明
し
た
。

県
の
役
割
で
は

「
保
育

士

の
質
向
上
」
で
研
修
制

11月県議会で 廃止か存続 か の判 断が 示 され る県立
保育専 門学院 =倉吉市 南 昭和 町

度

の
充
実
と
積
極
的
な
支

援
な
ど
も
盛
り
込
ま
れ
、

県
子
育
て
支
援
課
の
渡
辺

恭
子
課
長
は

「
官
民

の
役

割
と
費
用
対
効
果
を
し

っ

か
り
検
討
し
、
結
論
を
出

す
」
と
話
し
た
。


